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第6回放送内容をYouTubeで配信開始！
過去の放送もご覧いただけます。
アクセスはこちらから→

ヒットネットTVでの次回
（第７回）放送は１２月。
お楽しみに！！

＜略歴＞
1979年、富山県氷見市生
まれ。真宗大谷派教学研
究所研究員、同朋大学仏
教文化研究所客員所員、
大谷大学非常勤講師、龍
谷大学非常勤講師。
高岡教区第７組安專寺衆
徒。真宗大谷派擬講。

別
院
定
例
法
座

午
後
１
時
か
ら

１１
月
２８
日

親
鸞
聖
人
ご
命
日
法
座

講
師

櫻さ
く
ら

居い

和か
ず

彦ひ
こ

氏

（
西さ

い

光こ
う

寺じ

住
職
）

講
題
「
と
も
に
浄
土
へ
の

道
を
歩
み
ま
し
ょ
う
」

URL：https://
　　　hidagobo.jp/sermon/
11月１日から３0日の期間は
右の方々の法話を随時掲載
してまいります。

・三
み

島
しま

多
た

聞
もん

 氏 
（別院輪番）

・四
よつ

衢
つじ

 亮
あきら

 氏
（不

ふ

遠
おん

寺
じ

住職）

・内
ない

記
き

 淨
きよし

 氏
（徃

おう

還
げん

寺
じ

住職）

・北
ほう

條
じょう

秀
ひで

樹
き

 氏
（了

りょう

泉
せん

寺
じ

住職）

子ども向け真宗バラエティ番組「ごぼうチャンネル！」

松ま
つ

　
金か

ね

　
直な

お

　
美み

お
太た

い

子し

さ
ま
ご
巡じ

ゅ
ん
か
い回

　

聖
徳
太
子
信
仰
の
盛
ん
な

浄
土
真
宗
の
集
落
や
寺
院
と

が
、
各
地
に
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
ご
開か

い

山さ
ん

・
親
鸞
聖
人
の

太
子
信
仰
に
よ
る
も
の
と
み

ら
れ
ま
す
。

　
『
親
鸞
伝で

ん

絵ね

』
に
よ
れ
ば
、

一
二
〇
三
（
建
仁
三
）
年
四

月
五
日
、
親
鸞
聖
人
は
六
角

堂
で
救く

世せ

菩
薩
の
夢む

告こ
く

を
受

け
、
多
く
の
人
々
に
念
仏
の

教
え
を
説
い
て
い
こ
う
と
決

意
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
救
世

菩
薩
の
化け

身し
ん

が
聖
徳
太
子
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
（『
真
宗

聖
典
』七
二
五
頁
）。
太
子

は
、
親
鸞
聖
人
を
民
衆
教
化

に
導
い
た
存
在
で
も
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
和わ

国こ
く

の
教
主
聖し

ょ
う
と
く徳
皇お

う　

広
大
恩お

ん

徳ど
く

謝
し
が
た
し
」

（『
真
宗
聖
典
』五
〇
八
頁
）

と
、
太
子
を
敬う

や
ま

っ
て
い
た
親

鸞
聖
人
の
姿
勢
に
、
真
宗
の

教
え
に
生
き
る
人
々
は
導
か

れ
、
太
子
を
信
仰
し
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

井い

波な
み

別
院
瑞ず

い

泉せ
ん

寺
（
富
山

県
南
砺
市
井
波
）
は
、
篤あ

つ

い

太
子
信
仰
を
伝
え
る
寺
院
の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
、
開
基

で
あ
る
本
願
寺
第
五
代
の

綽し
ゃ
く
に
ょ如
上
人
（
一
三
五
〇
～

九
三
）
が
、
後ご

小こ

松ま
つ

天
皇
か

ら
い
た
だ
い
た
と
い
う
聖
徳

太
子
絵
伝
と
南
無
仏
太
子
像

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
ま
た

江
戸
時
代
、
弁
才
に
勝す

ぐ

れ
た

瑞
泉
寺
十
二
世
応
現
院
真
照

（
一
六
九
五
～
一
七
四
四
）
が
、

虫む
し

干ぼ
し

に
際
し
て
太
子
絵
伝
の

絵
解
き
を
し
た
こ
と
に
始
ま

る
と
い
う
太
子
伝
会
を
、
現

在
も
毎
年
七
月
下
旬
に
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
と
な
っ
た
一
八
七
九

（
明
治
十
二
）
年
九
月
一

日
、
香こ

う

部べ

屋や

か
ら
の
出
火
に

よ
っ
て
、
瑞
泉
寺
は
全
焼
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
再
建

へ
向
け
て
の
費
用
を
勧か

ん

募ぼ

す

る
た
め
、
そ
れ
ま
で
門
外
不

出
で
あ
っ
た
太
子
絵
伝
や
南

無
仏
太
子
像
を
各
地
に
巡
回

し
、
絵
解
き
や
開
扉
が
な
さ

れ
ま
し
た
。「
お
太
子
さ
ま

ご
巡
回
」
と
も
呼
ば
れ
、
毎

年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て

の
農の

う

閑か
ん

期き

に
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
最
盛
期
の
一
九
五
七

（
昭
和
三
十
二
）
年
に
は

八
十
九
カ
所
に
及
び
、
井
波

近
隣
や
砺
波
地
域
の
み
な
ら

ず
、
富
山
市
や
射
水
市
、
小

矢
部
市
、
石
川
県
の
旧
羽
咋

郡
や
旧
石
川
郡
そ
し
て
金
沢

市
周
辺
、
さ
ら
に
は
遠
く
福

井
県
南
条
郡
今
庄
町
あ
た
り

ま
で
、
門
信
徒
か
ら
の
要
望

を
受
け
て
巡
回
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
「
お
太
子
さ
ま
ご

巡
回
」
や
瑞
泉
寺
で
の
太

子
伝
会
の
際
に
活
躍
し
た

絵
解
き
僧
と
し
て
知
ら
れ

る
人
物
に
、
吉
澤
孝こ

う

譽よ
う

師

（
一
九
〇
四
～
九
二
）
が
い

ま
す
。
吉
澤
師
が
初
め
て

「
お
太
子
さ
ま
」
の
お
供
を

し
た
の
は
、
一
九
二
五
（
大

正
十
四
）
年
八
月
二
十
日
頃

に
飛
騨
の
明み

ょ
う
ぜ
ん善
寺じ

（
岐
阜
県

大
野
郡
白
川
村
荻
町
）
へ
赴お

も
む

い
た
時
で
す
。
遠
い
道
中
の

た
め
、
馬
に
乗
っ
て
行
っ
た

そ
う
で
す
。
瑞
泉
寺
の
太
子

信
仰
は
、
門
信
徒
ら
の
求
め

に
応
じ
、
絵
解
き
僧
に
よ
っ

て
遠
く
飛
騨
の
地
に
も
伝
え

ら
れ
た
の
で
し
た
。

　

村
か
ら
村
へ
巡
回
さ
れ
た

お
太
子
さ
ま
の
御
座
は
、
ど

こ
も
満
堂
の
参
詣
で
し
た
。

自
ら
の
住
む
集
落
で
太
子
の

法
宝
物
を
迎
え
た
人
々
は
、

仏
教
興こ

う
り
ゅ
う隆
に
努
め
た
太
子
の

来
歴
を
絵
解
き
僧
か
ら
聴
聞

す
る
こ
と
で
、
仏
教
の
歴
史

の
た
だ
な
か
に
あ
る
こ
と
を

実
感
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
語
ら
れ
た

も
の
を
聞
き
伝
え
る
こ
と

で
、
仏
教
は
伝で

ん

灯と
う

さ
れ
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
が
様
々
な

ご
縁
と
導
き
に
よ
っ
て
、
お

念
仏
の
教
え
に
出
あ
っ
た
こ

と
を
、
各
地
に
巡
回
さ
れ
て

き
た
「
お
太
子
さ
ま
」
へ
の

信
仰
を
通
し
て
気
付
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

高
山
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院
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子
ど
も
作
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展

高
山
別
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恩
講
子
ど
も
作
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展
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山
別
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恩
講
子
ど
も
作
品
展
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山
別
院
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恩
講

　子
ど
も
作
品
展

高
山
別
院
報
恩
講

　子
ど
も
作
品
展

高
山
別
院
報
恩
講

　子
ど
も
作
品
展

　
十
月
二
十
二
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
、
高
山
別
院
本
堂
で
は
報
恩
講
子
ど
も

作
品
展
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
書
道
塾
、
教
室
、個
人
よ
り
小
・

中
学
生
の
書
道
と
絵
画
作
品
二
百
七
十
五
点
が
出
品
さ
れ
、
左
記
の
通
り
各
賞
の
入

選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
受
賞
者
の
方
々
に
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
参

加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
方
に
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
本
年
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
鑑
み
て
表
彰
式
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
別
院
報

恩
講
に
お
参
り
の
際
に
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
飛
騨
御
坊
賞
】

高
田
紗
那（
小
五
）・
橋
爪
な
つ
め（
中
三
）

【
金
賞
】

河
合
彩
芭（
小
一
）・
村
田
知
彩（
小
二
）・
圓
山
晴
羅（
小
三
）・
松
井
敦
史（
小

三
）・
吉
田
さ
わ（
小
四
）・
小
池
沙
奈（
小
四
）・
今
井
純
鈴（
小
五
）・
野
中
千

陽（
小
五
）・
辻
彩
恵
子（
小
六
）・
長
瀬
遥
翔（
小
六
）・
奥
村
怜
禾（
中
一
）・

坂
尻
蒼
空（
中
二
）・
松
永
彩
花（
中
三
）

【
銀
賞
】

藤
井
晴
希（
小
一
）・
籠
戸
ひ
か
り（
小
二
）・
林
恋
世
美（
小
二
）・
中
丸
詩
野

（
小
三
）・
中
島
快（
小
三
）・
渡
瀬
智
世（
小
四
）・
倉
畑
絢（
小
四
）・
天
木
葵

（
小
五
）・
金
山
仁
知
花（
小
五
）・
松
尾
寛
介（
小
六
）・
近
藤
暖
乃（
小
六
）・

松
森
瑞
帆（
中
三
）・
宇
田
暖
菜（
中
三
）

【
銅
賞
】

山
越
鼓
哲（
小
一
）・
平
畑
柚
葵（
小
二
）・
森
下
結
唯（
小
三
）・
髙
畑
大
知（
小

三
）・
杜
腰
恋
雪（
小
四
）・
林
茉
依
子（
小
四
）・
北
村
優
芽（
小
四
）・
都
竹
千

晶（
小
五
）・
島
田
遥
真（
小
五
）・
丸
田
美
智（
小
五
）・
田
腰
唯
大（
小
六
）・

田
中
大
雅（
小
六
）・
松
山
孟
功（
小
六
）・
今
井
菜
月（
小
六
）・
杉
山
二
郎（
中

一
）・
中
丸
結
衣（
中
二
）・
住
姫
穂（
中
三
）・
野
原
久
遠（
中
三
）

（
以
上
、
敬
称
略
）
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池
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岐
阜
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高
山
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塩
屋
町
五
五
一

−

四
一
六

☎
　
〇
五
七
七

−

三
四

−

二
六
三
三

高山市本町3-60
TEL 0577-32-1745
FAX 0577-35-1630

こすぎACTのLINE始
めました。
仏具の修理、写真を
撮ってLINEから見積り
依頼。
その他　ご質問などお
気軽にお問い合わせ
ください。

慈
愛
・
共
な
る
灯
り

高
山
電
気
工
事
株
式
会
社

相
続
相
談
無
料

遺
言

高
山
市
初
田
町
2
ー
66 

 

０
５
７
７
ー
３
５
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１
１
７

河
合
亮
一
司
法
書
士
事
務
所

山
都
印
刷
株
式
会
社

高
山
市
西
之
一
色
町
二
丁
目
九
〇

－

八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
七
七

－

三
二

－

一
四
九
五

自
主
出
版
　
編
集
・
出
版
ま
で
お
手
伝
い
致
し
ま
す

平瀬酒造店
TEL 34-0010

くすだま

お墓のお悩み、ご相談ください。
リフォーム クリーニング 墓じまいお墓の新設

OKUDA

株式
会社奥田石材

墓　石　　 石 積 み　　 建築石材　　 石工事各種

ご相談・お見積り無料！！

☎0577-33-9601 高山市新宮町2498-1（新宮小学校前）

ブ
ッ
ク
ス・ア
イ
オ
ー

東
本
願
寺
に
つ
い
て
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
紹
介

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
ま
す

東
本
願
寺
出
版

「
イ
ラ
ス
ト
で
知
ろ
う
！
東
本
願
寺
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
七
七

－

三
四

－

七
六
六
八

新刊

定
例
法
座
　
三
島 

多
聞 

別
院
輪
番

大
谷
婦
人
会

11
月
11
日（
木
）午
後
１
時
か
ら

50件以上の実績

高山市七日町3-102

リフォーム部

怖いヒートショック
温度差でおこる

寒いタイル貼の浴室をそのまま断熱リフォーム
暖かいお風呂で快適入浴

ＴＥＬ32－2577ＴＥＬ32－2577まずはお電話下さい
お見積無料

今なら高山市のバリアフリー補助金
が使えます。
（65歳以上の方がいる世帯、上限50万円は3月まで）

手すりも
付けます

『暖かくなった』と喜ばれています

早くて安い［ユニットバスの半額程度］
〰〰〰〰〰〰

申請のお手伝いもします。
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

TEL 0577-33-6686TEL 0577-33-6686
高山市三福寺町369-7高山市三福寺町369-7

無料無料

供養祭にまとめてお願い
しますので、11/15までに
店頭までお持ち
ください。

供養祭にまとめてお願い
しますので、11/15までに
店頭までお持ち
ください。

京都珠数製造卸協同組合主催京都珠数製造卸協同組合主催

お念珠供養お念珠供養

お念珠の修理も
承っております！
お念珠の修理も
承っております！

記事についてのお問い合わせは飛騨御坊真宗教化センターまで ☎（0577）32-0776「ひだご坊」ホームページ hidagobo.jp

南無阿弥陀仏
人と生まれたことの
　意味をたずねていこう

（いづ美會会主）

高山別院本堂

11月1〜3日

11月1日　夜7時

場所

演奏者

会場

期間

聖徳太子1400回忌特別展

＜展示内容＞
・聖徳太子の生涯
　 ・親鸞聖人と聖徳太子
　 　 ・聖徳太子信仰の広がり

熊
くま

谷
がい

と敦
あつ

盛
もり

都
みやこ

落
お

ち　壇
だん

の浦
うら

悲
ひ

曲
きょく

＜演目＞

＜中止事項＞
・ご坊名物の「大根汁」
・昼のお斎
・フリーマーケット
・子ども報恩講
・抹茶接待
・子ども作品展表彰式

日時

日時　朝9時〜昼3時

高山別院寺宝館

無 料

制限　130名
　　　入場無料

拝観料

田
た

中
なか

旭
きょく

泉
せん

氏

子ども作品展
期　間　10月22日（金）〜11月3日（水）
会　場　高山別院本堂

お浚
さら

え
報恩講翌日のお朝事です。
ぜひお参りください。

日　時　11月4日（木）
　　　　午前7時〜

11月

（月）

（火）

（水）

1日

2日

3日

午後

午後

午前

午後

午前

午前

午前

午後

午後

７ 時
７ 時

６ 時

７ 時

1０時

1０時

1 時

1 時

1 時

初
しょ

逮
たい

夜
や

音楽法要
琵
び

琶
わ

演
えん

奏
そう

　平家物語ご坊報恩講の夕べ

晨朝（お朝事）

御伝鈔拝読
第４０回
別院真宗公開講座

帰
き

敬
きょう

式
しき
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